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別 刷　市民カレンダー
11月の行事／日曜日・祝日診療など

今月の表紙

金屋子神話民俗館を閉館します
特集：総合文化ホールアルテピア開館５周年

食改さんレシピ/シリーズ人権

TRY ICTやすぎ / 和鋼博物館連載

健康の窓

新刊図書紹介

たうんとぴっくす

「ジョーホーの森」各種お知らせ

まちのタカラ（裏表紙）

　布部ふれあい体育館で開催された第７
回安来市平和のつどい。平和について考
えるきっかけとなることを願って、戦争
に関連したトークイベント、子どもたち
のメッセージや歌の発表が行われまし
た。
　体育館には市内外から集まった約
1,600のあんどんが展示されました。

撮影日／９月18日　場所／布部ふれあい体育館

平和への想いを込めて

　旧自治省のリーディングプロジェクトの指定を受
け、平成５年に開館した金屋子神話民俗館は、金屋
子神話を中心に、製鉄と鍛冶に関わる信仰や祭り、
風習などについて展示公開してきました。
　しかし来館者の減少、施設の老朽化、土砂災害警
戒区域等の指定といった課題を抱える状況となりま
した。そこで令和３年度の公共施設等総合管理計画
の方向性を受け、閉館に向けて検討した結果、11月
30日をもって金屋子神話民俗館を閉館することとし
ました。
　閉館後は日本遺産「出雲國たたら風土記」のゲー
トウェイ施設である和鋼博物館に主な展示物を集約
し、通年で見学
できるようにす
るとともに、構
成文化財である
金屋子神社や西
比田の町なみへ
の人の流れを促
進していきます。
所在地　安来市広瀬町西比田213番地2
　　　　（金屋子神社横）
開館時間　９時～17時
休館日　水曜日（祝日と重なった場合はその翌日）
　　　　※最終日である11月30日㈬は開館します
入館料　一般　310円/高校生　210円/
　　　　中学生以下　無料

■閉館に向けた取り組み
　入館料無料の日　入館料無料の日　
　10月30日㈰、11月3日㈭㈷、11月12日㈯
　職員による展示説明（金屋子神社もあわせて）　職員による展示説明（金屋子神社もあわせて）
　月日　10月30日㈰、11月12日㈯
　時間　14時～15時
　参加料　無料（申し込み不要）

問い合わせ　文化財課　☎２３-３１８５

金屋子神話民俗館を閉館します金屋子神話民俗館を閉館します

　進化を続けるアルテピア
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５周年を迎えたアルテピア。平成29年９月にオープン
してから文化芸術の拠点として、さまざまなイベント
が行われてきました。今号では、これまでの歩みを振
り返るとともに、これからのアルテピアの取り組みに
ついてお伝えします。

進化進化を続けるを続けるアルテピアアルテピア
特集特集

～総合文化ホール アルテピア開館５周年～～総合文化ホール アルテピア開館５周年～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
生
活
ス
タ
イ
ル
が
一
変
。
文
化

芸
術
活
動
も
例
外
で
は
な
く
、
大
き

な
影
響
を
受
け
、
令
和
元
年
度
末
頃

か
ら
ア
ル
テ
ピ
ア
の
入
館
者
数
は
減

少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
文
化
芸
術
の
灯
を
絶
や

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
」
と
な
り
、
ホ
ー
ル
側
は
も

ち
ろ
ん
、
主
催
者
各
自
が
感
染
予
防

対
策
を
取
る
こ
と
で
、
開
催
す
る
催

事
の
件
数
も
少
し
ず
つ
増
え
、
入
館

者
数
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

来
館
者
は
開
館
か
ら
令
和
３
年
度

末
の
累
計
で
約
60
万
人
。
安
来
市
の

人
口
の
約
15
倍
に
上
り
、
多
く
の
利

用
者
が
市
内
外
か
ら
訪
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
感
染
対
策
を
図

り
、
入
館
者
約
60
万
人
を
突
破

（単位：人）
入館者数（平成29年度～令和３年度）
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特集
進化を続けるアルテピア

　
「
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
は
、
文
化

事
業
と
貸
館
事
業
の
両
輪
が
同
じ

ス
ピ
ー
ド
感
で
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
」
と
話
す
の
は
、
開

館
当
時
か
ら
ア
ル
テ
ピ
ア
で
指
揮

を
執
る
久
保
田
孝
館
長
。「
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
う
文
化
事
業
の
方

が
ど
う
し
て
も
目
立
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
文
化
ホ
ー
ル
の
根
幹
に

あ
る
の
は
、
貸
館
事
業
で
す
」
と
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
満
足
し

て
施
設
を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
職
員
の
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
は
島
根
県
民
会
館
で
数
々

の
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
、
貸
館
業

務
に
も
携
わ
っ
て
き
た
久
保
田
館

長
。
ア
ル
テ
ピ
ア
開
館
か
ら
３
年

間
は
、
自
ら
が
現
場
に
出
て
対
応

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
開
館
か
ら
５
年
を
迎
え
、徐
々

に
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
も
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　
「
茶
道
の
世
界
に
は
『
も
て
な

し
』
と
『
し
つ
ら
え
』
を
基
本
と

す
る
考
え
が
あ
り
ま
す
。
私
な
り

の
解
釈
で
す
が
、『
も
て
な
し
』
は
、

客
人
が
気
持
ち
よ
く
そ
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
接
す
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
客
人
と
の
ひ
と

と
き
を
自
分
自
身
も
楽
し
む
こ

と
。『
し
つ
ら
え
』
は
怠
り
な
く
そ

の
準
備
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

久
保
田
館
長
は
ホ
ー
ル
の
運
営

に
、
そ
の
言
葉
を
心
構
え
と
し
て

ス
タ
ッ
フ
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
３
年
度
の
利

用
施
設
の
満
足
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
左
記
図
参
照
）
で
は
、
満
足
と

の
回
答
が
９
割
以
上
。
利
用
者
か

ら
の
評
判
も
上
々
で
す
。

利
用
者
が
満
足
で
き
る

ア
ル
テ
ピ
ア
を
目
指
し
て

アルテピア発     市民によるスティールパンバンド

安来スティールパンオーケストラ
　「ハガネのまち」の文化芸術コンテンツとし
て、アルテピアがプロデュースする専属オー
ケストラ。平成30年度から結成に向けワーク
ショップを重ね、令和２年11月にハガネツリー
の点灯式でようやくお披露目公演を行いまし
た。リーダーの吉木昌志さんは「スティール
パンとはドラム缶で出来た音階打楽器。南国
をイメージさせる透明感のある独特な音色が
特徴です。現在７人で活動していますが、今
後は子どもたちにも参加してもらい、一緒に

活 動 し て も ら え る と
う れ し い で す 」 と 募
集 を 呼 び か け て い ま
した。
　 今 後 ア ル テ ピ ア で
は、プロアーティスト
をはじめ、プロを目指
す 若 手 演 奏 家 や ア マ

チュアグループ等を対象にした「アルテピア
アーティストバンク（登録アーティスト制度）」
をスタートする予定です。募集対象・募集期間、
登録の方法などの詳細は準備が整い次第、ア
ルテピアホームページで告知します。
　このアーティストバンクの設立により、地
元アーティストの活動機会や市民の皆さんへ
の芸術鑑賞の機会を提供することができるよ
うになります。

問い合わせ　アルテピア　☎２１- ０１０１

78%

14%

1% 0% 0%
6%

利用施設の満足度

Ａ とても満足
Ｂ 満足
Ｃ 普通
Ｄ やや不満
Ｅ 不満
Ｆ 無回答

アルテピア館長
　久保田 孝　さん

令和３年度利用者アンケート（一部抜粋）

Ａ

Ｂ

Ｃ ＤＥ Ｆ

回答総数　372 件

▲安来スティールパンオーケストラの皆さん。

▶
毎
週
木
曜
日
に
、
ア
ル
テ

ピ
ア
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
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●開館５周年記念による
　　　　　　主な実施イベント
①航空自衛隊による「子どもたちのため
の音楽鑑賞会」（５月）。②広島交響楽団
が一中弦楽部へ訪問し演奏指導（５月）。
③狂言野村親子三代による狂言公演（６
月）。④講談ワークショップの様子（９月）。
⑤なかうみ交響楽団「ベートーヴェン生誕
250年記念交響曲連続演奏会」（９月）。

　

ア
ル
テ
ピ
ア
で
は
、
開
館
以
降

に
実
施
し
た
文
化
事
業
の
中
で

も
、
参
加
者
の
満
足
度
や
評
価
が

高
い
シ
リ
ー
ズ
企
画
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー

の
獲
得
と
常
に
質
の
高
い
公
演
に

触
れ
ら
れ
る
施
設
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
、「
ア
ル
テ
ピ
ア
ら
し
さ
」
の

定
着
と
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
テ
ピ
ア
の
文
化
事
業
を
担

当
す
る
坂
口
寛
事
業
部
長
に
開
館

か
ら
今
後
の
文
化
事
業
の
展
望
に

つ
い
て
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
、
連
続
性
・

発
展
性
を
考
慮
し
て
文
化
事
業
を

組
み
立
て
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
は
「
出
会
う
」
を
テ
ー
マ
に
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
よ
り
多

く
の
市
民
が
文
化
芸
術
と
触
れ
合

い
、
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
で
き
る

事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
「
つ
な
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
市
民
や
地
域
と
連

携
。
積
極
的
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
（
※
）

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行

い
、
文
化
芸
術
活
動
を
行
う
人
材

の
裾
野
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

※
地
域
に
出
向
い
て
普
及
活
動
を
行
う
こ
と
。

　

令
和
２
年
度
の
テ
ー
マ
「
ひ
ろ

げ
る
」
で
は
、
文
化
芸
術
の
芽
が

開
く
よ
う
、
地
域
と
共
に
新
し
い

文
化
芸
術
を
創
造
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
期
間
の
第
２
期
目
と

な
る
令
和
３
年
度
か
ら
は
テ
ー
マ
を

「
深
化
と
進
化
」
に
。
こ
れ
は
指
定

管
理
期
間
第
１
期
の
３
年
間
で
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
さ
ら
に
深
化
さ

せ
、「
お
客
さ
ん
や
社
会
に
貢
献
し

続
け
る
姿
」
や
「
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
に
自
ら
を
進
化
さ
せ
、
新

し
い
事
業
や
地
域
貢
献
に
挑
戦
し

続
け
る
姿
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

ア
ル
テ
ピ
ア
の
目
指
す
べ
き
姿
で

す
。
象
徴
す
る
事
業
と
し
て
、「
ハ

ガ
ネ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」「
創
作
講

談
」「
安
来
寄
席
」
の
３
つ
の
文
化

事
業
を
柱
に
据
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
ハ
ガ

ネ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
は
、
開
館
時

か
ら
地
域
資
源
「
鋼
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
出
演
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
現
在
ま
で

に
11
カ
国
に
上
り
ま
す
。
共
通
の

特
徴
は
「
自
国
や
故
郷
に
誇
り
を

も
ち
、
音
楽
を
通
し
て
そ
れ
ら
を

配
信
」
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
伝

統
や
歴
史
を
絶
や
す
こ
と
な
く
続

い
て
い
る
、
鉄
づ
く
り
文
化
に
通

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。コ
ン
サ
ー

ト
を
通
じ
て
、
郷
土
愛
や
伝
統
文

化
を
再
認
識
し
て
も
ら
え
る
キ
ッ

カ
ケ
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇

　

ア
ル
テ
ピ
ア
は
地
域
の
文
化
と

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
施
設
。

皆
さ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ア
ル

テ
ピ
ア
を
活
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た

文
化
事
業
を
展
開

アルテピア事業部長
　坂口 寛　さん

②

③

④

⑤

①
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ホウレンソウの豆腐チャン
プルー 塩分

 1.1g
224
　Kcal※１人分あたり

ホウレンソウと豆腐をたっぷり使ったヘルシー朝

食レシピ。 ごま油が効いた味でご飯が進みます。

「食改さん」のちょっこしレシピ
食改さん ･･･ 食生活改善推進員さん

【作り方】
①　豆腐は水切りし、１㎝の厚さの一口大に切る。ホウレ
　ンソウはさっとゆで、４㎝の長さに切る。卵は割りほぐ
　す。ハムは短冊切りにする。
②　フライパンにごま油（半量）を熱し、豆腐を両面に焼
　き色がつくまで焼き、一度取り出す。
③　フライパンに残りのごま油を熱し、ホウレンソウ、ハ
　ム、ツナ、こしょうを入れて炒め合わせる。
④　③に②とＡを加えて混ぜ、卵を回し入れ、半熟状になっ
　たら火を止めてできあがり。

　今月は安来支部の皆さん（材料）　　　（４人分）
ホウレンソウ ��� 300ｇ
木綿豆腐 ���������１丁
卵 ��������������２個
ツナ ����� １缶（70ｇ）
ロースハムスライス��４枚

シリーズ
人権を
考える㊷

問い合わせ　人権施策推進課　☎２３- ３０９５

問い合わせ　いきいき健康課　☎２３- ３２２０

　ハンセン病は、紀元前から世界各地で確認
され、日本でも日本書紀に記述があるほど古
くから知られている、かつて「らい病」と呼
ばれた感染症です。わが国では、明治後期か
らの「強制的な隔離」や「全国的な無らい県
運動」といった政策によって、「恐ろしい、治
らない」病気という誤ったイメージが人びと
に植え付けられ、今もなお偏見や差別意識が
根強く残っています。
　ハンセン病患者は療養所に入所してからも、
家族に迷惑をかけないようにと実名を捨てて
偽名を名乗ったり、療養所内での断種政策に
より、結婚しても子どもを産むことが許され
なかったりしました。
　また、家族や故郷とのつながりが途切れ、
病気が完治しても家族と一緒に暮らすことが

ハンセン病と人権
～今もなお差別や偏見が～

できなかったり、故郷の墓に埋葬してもらえ
なかったりと、長い間辛く苦しい生活を強い
られてきました。

　新型コロナウイルス感染症と同様に、感染
症について、正しく理解することが大切です。
そして、自分事として何ができるのかを考え
ることが差別や偏見をなくす第一歩であると
いうことを深く心に刻まなければなりません。

＝人権尊重社会の実現をめざして＝

簡単に作れる

朝食レシピ

ホウレンソウに含まれる
ビタミンＡやビタミンＤ
は脂溶性ビタミンといい、
油と一緒に調理すること
で吸収率がアップします。

ごま油 ������ 大さじ１
しょうゆ ����� 大さじ１
酒 ���������� 小さじ２
砂糖 �������� 小さじ１
こしょう ���������少々

ハンセン病の正しい理解のためにハンセン病の正しい理解のために
◎ハンセン病は、「らい菌」という感染力の
　極めて弱い細菌による感染症です。
◎ハンセン病は、遺伝病ではありません。
◎感染しても発病することはほとんどありま
　せん。
◎有効な治療薬で、確実に治癒します。
◎治癒した回復者の人から、感染する可能性
　は全くありません。

Ａ
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安
来
市
北
西
部
の
中
海
を
望
む
荒
島

町
日ひ

じ
ら白

地
区
に
広
が
る
、
谷
あ
い
の
田

園
。
そ
こ
は
た
た
ら
の
技
「
鉄か

ん

な穴
流

し
」
を
応
用
（
水
流
土
砂
流
し
）
し

て
造
成
さ
れ
た
土
地
で
、
開
拓
者
の

卜ぼ
く
ら
ま
ご
さ
ぶ
ろ
う

蔵
孫
三
郎
に
敬
意
を
込
め
「
卜
蔵
新

田
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

享
保
６
（
１
７
２
１
）
年
、
奥
出
雲

竹
崎
の
鉄
師
で
あ
る
卜
蔵
家
か
ら
25
歳

の
時
に
現
在
の
荒
島
町
へ
移
住
（
分
家
）

し
た
卜
蔵
孫
三
郎
。
30
年
以
上
に
わ
た

り
私
財
を
投
じ
て
新
田
開
発
や
道
路
と

河
川
の
改
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

手
掛
け
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
日
白
地

区
の
新
田
開
発
は
特
筆
す
べ
き
業
績
と

し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

日
白
地
区
に
は
か
つ
て
、
中
海
の
海

水
が
入
り
込
む
水
深
の
深
い
日
白
池
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
埋
め
立
て
て
新

田
開
発
す
る
事
業
を
、
孫
三
郎
は
自
ら

計
画
し
、
松
江
藩
主
の
許
し
を
得
て
実

行
し
ま
し
た
。
藩
や
地
主
と
の
折
衝
や
、

土
地
の
選
定
、
人
や
木
材
の
手
配
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

和
鋼
博
物
館　
☎
23-

２
５
０
０

　

今
号
は
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
が
深
く

関
わ
り
、
先
人
の
知
恵
と
自
然
と
の
調

和
が
も
た
ら
し
た
新
田
開
発
を
二
つ
紹

介
し
ま
す
。

日本遺産を
巡るたたら
の音色

シ
リ
ー
ズ
（
そ
の
⑩
）

Ｔ
Ｒ
Ｙ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
す
ぎ

ト
ラ
イ
シ
テ
ィ
ー

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　
☎
23-

３
１
８
０

▲システム導入により、職員朝礼の
打ち合わせ時間の効率化にも役立て
ています。

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
で

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
で

教
職
員
の
負
担
を
軽
減

教
職
員
の
負
担
を
軽
減

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
教
育
で
学
校
や
教
室
が
変
わ
る
様

子
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

日本遺産の
構成文化財
               連載⑧

　

小
中
学
生
の
頃
、
先
生
の
持
っ
て

い
た
俗
称
「
閻
魔
帳
（
え
ん
ま
ち
ょ

う
）」。
日
々
の
学
習
の
成
績
や
生
活

態
度
が
記
録
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
、

怖
い
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
出
と
し
て
お

持
ち
の
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、

そ
の
「
閻
魔
帳
」
の
記
録
方
法
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
出
席
・
学
習

状
況
の
記
録
や
管
理
、
職
員
室
内
の

情
報
共
有
に
使
う
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

な
ど
、
校
務
の
一
部
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
た
め
の
「
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
例

え
ば
、
保
護
者
か
ら
子
ど
も
の

欠
席
連
絡
を
受
け
る
と
、
そ
の

情
報
は
担
任
だ
け
で
な
く
学
校

全
体
で
共
有
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
子
ど
も
の
育
ち
を
教
職
員

全
体
で
見
守
る
き
め
細
や
か
な

指
導
の
充
実
等
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ

で
管
理
し
て
い
た
学
習
状
況
の

記
録
を
デ
ー
タ
連
係
す
る
こ
と

で
、
通
知
票
の
作
成
か
ら
指
導

全
般
の
学
校
の
記
録
で
あ
る
指

導
要
録
（
※
）
へ
の
記
録
が
一

元
的
な
作
業
に
。
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
に
よ
る
教
職
員
の
情
報
共
有

で
、
学
期
末
や
学
年
末
の
多
忙

化
の
解
消
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
校
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
シ
ス
テ
ム
の
改
良
で
、

市
内
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
過

ご
す
教
職
員
に
豊
か
な
学
校
の

時
間
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

※
「
指
導
要
録
」
…
児
童
・
生
徒

の
学
籍
な
ら
び
に
指
導
の
過
程
お

よ
び
結
果
を
記
録
。
指
導
お
よ
び

外
部
の
証
明
等
の
た
め
の
原
簿
。

非
常
に
困

難
な
事
業
を

堅け
ん
に
ん
ふ
ば
つ

忍
不
抜（
※

何
事
に
も
動

ず
、
耐
え
忍

ぶ
こ
と
）
の

気
性
と
熱
烈

な
公
共
心
で

16
年
の
年
月

を
か
け
、
広

大
な
水
田
の
造
成
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

卜
蔵
新
田
だ
け
で
な
く
、「
飯
梨
川
と

赤
江
の
新
田
開
発
」
に
も
、
た
た
ら
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
広
瀬
町
か
ら
安
来

平
野
を
経
て
中
海
へ
注
ぐ
飯
梨
川
。
そ

の
上
流
部
の
比
田
、
布
部
、
山
佐
な
ど

で
は
家
島
家
な
ど
の
た
た
ら
経
営
者
に

よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
「
鉄
穴
流
し
」

に
よ
る
砂
鉄
採
取
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
鉄
穴
流
し
は
土
砂
の
流
量
を
加
速

度
的
に
増
加
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
、
下

流
域
の
扇
状
地
に
何
度
も
洪
水
を
も
た

ら
し
、
長
い
年
月
を
か
け
て
安
来
平
野

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
海
に
注
ぐ
飯
梨
川
河
口
部
を
有
す

る
赤
江
地
区
は
典
型
的
な
三
角
州
扇
状

地
を
有
す
る
美
し
い
田
畑
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
洪
水
を
乗
り
越
え
て
、
新
田

開
発
を
し
て
き
た
先
人
が
く
れ
た
恵
み

で
す
。

▲ 古 代 出 雲 王 陵 の 丘 か ら 望 む
卜蔵新田。
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健康の窓
定期的に定期的に

歯科健診を受けましょう歯科健診を受けましょう
■問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3220

お口の健康を維持するためにお口の健康を維持するために

11 月８日はいい歯の日です 令和４年度安来市後期高齢者
歯科口腔健診を受けましょう

健口習慣をチェックしましょう

　むし歯や歯周病予防には毎日のセルフケア ( 歯
みがきやデンタルフロス、歯間ブラシ ) で口の中
の細菌を減らすことが大切です。セルフケアで落
としきれなかった汚れが溜まり、積み重なってい
くと知らず知らずのうちにむし歯や歯周病が進行
してしまいます。
　歯が痛くなってからではなく、むし歯や歯周病
になる前に、歯を守るために歯科医療機関に行く
ことを習慣づけましょう。「痛みがないから」「今
のところ困っていないから」とお口の健診が後回
しになっていませんか。定期的に歯科医療機関に
行くことで歯や歯ぐきの状態の変化にいち早く気
づくことができ、むし歯や歯周病を予防すること
ができます。
　少なくとも年に１回は歯科医療機関に行き、お
口の健康チェックと歯垢や歯石を除去してもらい
ましょう。

　いつまでも健康なお口を保つための習慣、健口
習慣をいくつ実行していますか？
　下の表にチェックしてみましょう。５つ以上
チェックがあるとよいですね。

1日 1回は丁寧に歯をみがいている。

歯と歯肉の境目をみがくようにしている。

デンタルフロスや歯間ブラシを使っている。

甘い飲み物や食べ物を控えるようにしてい
る。

口の中を鏡でよく見るようにしている。

よくかんで食べるようにしている。

1年に1回以上、歯石をとってもらっている。

かかりつけ歯科医がいる。

（一般財団法人日本口腔保健協会　お口の健康セ
ルフチェックより）

＝ 歯科衛生士を募集しています ＝＝ 歯科衛生士を募集しています ＝
　市が幼稚園、保育施設、小学校や地域な
どで行っている歯科保健事業は、歯科衛生
士の皆さんにご協力いただいて運営してい
ます。
　市民の皆さんの歯と口の健康を守るため
に、一緒に働いていただける人を募集しま
す。
主な業務
・妊婦歯科検診や乳幼児健診での歯科相談、
　歯科健診介助
・幼稚園、保育施設、小学校での歯科教室
・事業所や地域での健康教室などでの講話
問い合わせ　子ども未来課　℡ 23-3222

　後期高齢者歯科口腔健診では歯や入れ歯の状態
を確認するだけでなく、噛む力や飲み込む力、舌
の動き等の「食べる力」も調べます。
対象者　令和４年度に 76歳～ 85歳になる人（昭
和 12 年４月２日～昭和 22 年４月１日生まれの
人）
※対象者には、７月下旬に「歯科口腔健康診査受
診券」を送付しています。
期間　８月１日㈪～ 11月 30日㈬（歯科医療機関
の休診日を除く）
料金　無料
受診方法　受診する歯科医療機関を決め、予約の
電話をして受診
　詳しくは、対象者にお届けしている後期高齢者
歯科口腔健診の案内をご確認ください。
実施主体　島根県後期高齢者医療広域連合
　　　　　℡ 0852-20-7525
問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3220
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New Books Introduction

著者
 夏井いつき

発行所
 小学館

　平凡な俳句を瞬く間に名句に
変える、テレビでもお馴染みの
俳人夏井いつきさんが、人生で
出会った大切な人たちを綴った
エッセイです。夏井さんらしい
語り口同様のユーモアをまじえ
た豊かな表現が深い余韻を残し
ます。（田）

　「出雲」の名の付く神社は日
本全国に存在します。古代出雲
人は各地に移住し、その地で出
雲の神を祀ったのです。
　各地の出雲とのつながりか
ら、日本の成り立ちを考えます。
また、日本海をつなぐ神ミホス
スミの姿にも迫ります。（川）

　修道士のずきん、クレオパト
ラ、太陽の血、月の涙…。どん
な色だと思いますか？
　色の価値観は文化や風土に
よって違ってきます。詩的な
色、暮らしにまつわる色等 166
の色の世界を楽しみましょう。

（板）

瓢簞から人生

著者
 岡本雅享

発行所
 筑摩書房

越境する出雲学

給食室のいちにち

新刊図書紹介図書館司書が選んだ注目の新刊を紹介します。

NEWその他　新刊図書

絵
 イシヤマアズサ

文
 大塚菜生

発行所
 少年写真新聞社

　普段学校で食べている安全で
おいしい給食は、どのようにし
て教室まで届くのでしょうか？
栄養士さんを中心とした、給食
室で働く人たちのいちにちを楽
しく学べる絵本です。（根）

世界のふしぎな色の名前

著
 城一夫・カラーデザイン研究会
発行所
 グラフィック社

『
安
来
探
訪
』

『
安
来
探
訪
』

　
第
３
回
講
演
会
を

　
第
３
回
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

●祈りも涙も忘れていた 伊兼源太郎

●僕は「脱北ＹｏｕＴｕｂｅｒ」 キム・ヨセフ

●ゼレンスキーの素顔 セルヒー・ルデンコ

●家呑みサイコーつまみ 市瀬悦子

●そのとき、日本は何人養える？ 篠原信

●けんかのたね ラッセル・ホーバン

●クリの作業便利帳 荒木斉

●おしりじまん 齋藤槇

●パンしろくま 柴田ケイコ

●よるはおやすみ はっとりさちえ

●ヘルンとセツ 田渕久美子

●武蔵 稲葉稔

　

図
書
館
歴
史
講
座
『
安
来
探
訪
』

第
３
回
の
演
題
は
、「『
古
代
出
雲

の
薬
草
文
化
を
未
来
へ
』
～
出
雲

国
風
土
記
記
載
植
物
と
共
に
暮
ら

す
～
」
で
す
。

　

古
代
出
雲
は
医
薬
が
盛
ん
な
地

域
で
し
た
。
神
話
や
「
出
雲
国
風

土
記
」
に
も
薬
草
が
登
場
し
ま
す
。

記
載
さ
れ
た
薬
草
の
多
く
は
私
た

ち
が
よ
く
知
る
植
物
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
身
近
に
あ

り
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
や

す
い
薬
草
の
使
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

講
師　

須
田
ひ
と
み
氏
（
古
代
出

雲
薬
草
探
究
会
代
表
）

開
催
日　

11
月
５
日
㈯

時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場　

和
鋼
博
物
館　

映
像
ホ
ー

ル定
員　

80
人
、
申
し
込
み
先
着
順

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

や
す
ぎ
図
書
館

　

℡
22-

２
５
７
４

　

Fax 

22-

２
５
９
８

その他の新着図書情報はその他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

【問い合わせ】
やすぎ図書館……☎ 22-2574
ひろせ図書室……☎ 32-4455
はくた図書室……☎ 37-0050
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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

　鹿児島県で10月６日から開催する全国和
牛能力共進会。この共進会に、島根県代表
牛（部門：第３区（若雌の２））として出
品する田口好美さん（伯太町下小竹）宅を
訪問し、激励しました。
　５年に１度、「和牛日本一」を決める国
内最大の和牛の祭典で、再び、安来和牛の
名声が高まることを期待しています。

和牛の祭典へ出品

今月の1枚

市長日記市長日記

　消費者被害の防止につなげようと、安来市消費者
問題研究協議会が９月28日に、啓発用のメガネ拭
きを作成し、田中市長へお披露目しました。
　このメガネ拭きには「詐欺」「強引な勧誘」「うま
い話」にダマされないでと注意喚起を促す言葉を掲
載。1,000枚作成し、年金支給日に合わせて同協議
会が行う啓発活動で配布されます。
　同協議会の山岡公

き み よ

代会長は「メガネ拭きだけでな
く、携帯電話でも利用できる。普段から持ち歩き、
被害防止に役立ててもらえれば」と話していました。

メ
ガ
ネ
拭
き
で
啓
発

　楽しく自然を学ぶことを目的としている島田交流
センターのわんぱくクラブ。９月10日になぎさ公
園でカヌー体験が行われました。講師は安来中央ス
ポーツ少年団の野坂啓二さん、坪倉誠さん、上杉達
美さん。砂浜でオールの使い方などを教わりました。
　砂浜で練習の後は中海へ。風が強くカヌーに向い
た日ではありませんでしたが、子どもたちはすぐに
コツをつかみ、すいすいと中海を進んでいました。
　伊藤温

は る と

都さんは「砂浜側に流されてしまって難し
かったです」と話していました。

カ
ヌ
ー
で
自
然
体
験

　山中鹿介幸盛をしのぶ幸盛祭。その内の幸盛マラソ
ンでは、月山富田城跡を約90人が駆け抜けました。山
頂までの約1.9㎞を早い人だと10分ほどでゴール。毎
年走っている人も多く、勾配のきつい山道でも軽快な
走りが見られました。� 　��９月25日：月山富田城跡

◀
出
品
す
る
牛
（
名
号
：
ひ

み
ま
し
ゅ
ひ
め
）
を
手
入
れ

す
る
田
中
市
長（
８
月
31
日
）。

▲初めてカヌーに乗る子どもたちがほとんどで
したが、数分ほどで方向転換も自由自在に。

▲作成したメガネ拭きを持つ山岡会長。消費者
ホットラインの連絡先（188）も書かれています。
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　地域資源を生かしてまちの観光につなげてもらお
うと９月17日に「母里地区　観光まちづくりセミ
ナー」が母里交流センターで行われました。
　講師で地域セラピストの中村雅子さんは、これか
らの観光は地域にある資源にはどんなストーリーが
存在するかを考えることが必要と指摘。人の力＝案
内人（観光ガイド）の役割が重要と説明しました。
　主催した株式会社ＪＴＢの柴田克利部長は「今後も
セミナーを通じて、地域で活躍する観光ガイドのスキ
ルアップにつなげていければ」と話していました。

観
光
資
源
で
ま
ち
づ
く
り

　伝統的な発酵食品で免疫力を上げてもらおうと、
９月16日に能義交流センターで、金山寺味噌づく
り教室が行われました。
　講師は矢田醤油店代表の矢田潤一郎さん。おいし
くつくるために作り方だけでなく、どうしてそうな
るのか理由もセットで伝えていました。混ぜる野菜
は持ち込み可能で、ニンジンやキュウリ、ナスなど
で参加者オリジナルの金山寺味噌に。参加した勝部
咲子さんは「次に自分でつくるときはシソを入れて
みたいです」と話していました。

自
分
だ
け
の
金
山
寺
味
噌

　市民に美術作品の発表と鑑賞の場をつくろうと
「第16回安来市美術展」を９月10～15日に、市総合

文化ホール アルテピアで開催しました。
　会場には４部門（洋画、デザイン、写真、日本画・
水墨画）の計97作品が展示され、来場者は感性豊
かな力作を鑑賞し、芸術の秋を堪能していました。
　デザイン部門で奨励賞を受賞した安来高校３年の
金子彩菜さんは「デザインと洋画部門に応募しまし
た。今後も、一つのジャンルに絞らずに新たな作品
にチャレンジしていきたい」と話していました。

市
美
展
、
力
作
を
一
堂
に 交

通
安
全
高
齢
者
の
主
張

　高齢者の交通事故防止や交通安全の意識を高めて
もらおうと９月16日、「交通安全高齢者の主張 安来
地区大会」をアルテピアで開催しました。
　大会では、市内各地区から推薦された４人の代表
者が自身の体験をもとに発表。交通安全の重要性や
心構えなどをスピーチしました。
　発表者の1人、石倉貞文さんは「子供たちの思い
願いを胸に」と題して発表。「約30年前に小学生か
ら運転者に配られた手紙が運転する上で、今でも心
の支えになっています」と話していました。

▲スピーチする石倉さん。11月11日に行われる島
根県大会に安来地区の代表として出場します。

▲表彰式終了後、受賞者らは審査員を前に作品へ
の思いや工夫した点について語っていました。

▲母里地区の住民ら18人が参加。地域資源の活
用に向け、積極的に質問をしていました。

▲こうじを混ぜる参加者。その熟成後のもろみ
に野菜を混ぜてオリジナル味噌も作りました。
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行　

政

行　

政

原子力防災訓練を実施します

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

防災課　☎２３-３１７１

　島根県及び安来市原子力防災訓練の一環とし
て、次の訓練を実施します。
○やすぎどじょっこテレビでの
　テロップ放送訓練
　テロップの冒頭と末尾に（訓練放送）と表示
しますので、実際の災害とお間違えの無いよう
にご注意ください。
放送日時　11 月７日㈪　13 時頃より 10 分間
程度
放送内容　島根原子力発電所でのトラブル発生
について（想定）
○緊急速報（エリア）メールの
　配信訓練
　緊急速報（エリア）メールは、携帯電話・ス
マートフォン等に対して、緊急情報を配信する
メールのことで、全ての携帯電話等に強制的に
配信されます。
　メールのタイトル及び本文の冒頭に【訓練】
と表示しますので、実際の災害とお間違えのな
いようにご注意ください。
配信日時　11 月 12 日㈯　８時 30 分頃（時間
は前後することがあります）

配信範囲　市内（配
信範囲）の携帯電話・
スマートフォン等が
対象
配信内容　避難に関
する広報（緊急速報
メールの着信音が鳴
ります）
事前確認　受信対応
機器や受信設定など
の詳細については、
各携帯電話会社へお
問い合わせください。
　電源が入っていない場合、通話中の場合、圏
外の場合、携帯電話等が古いまたは、サービス
に対応していない場合などは受信できません。
　マナーモードにしていても強制的に鳴動しま
す。授業中や会議中、式典中など、携帯電話等
が鳴ってはいけない場合は、あらかじめ電源を
お切りください。
　なお、気象条件や災害の発生等により訓練を
中止する場合があります。

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て

い
ま
す

　

市
で
は
、各
種
統
計
調
査（
国

勢
調
査
、
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
等
）
に
従
事
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実

施
す
る
様
々
な
統
計
調
査
に
お

い
て
、
調
査
対
象
の
事
業
所
や

世
帯
等
を
訪
問
し
、
調
査
の
趣

旨
及
び
内
容
の
説
明
、
調
査
票

の
配
布
・
回
収
・
点
検
な
ど
を

行
う
人
の
こ
と
で
す
。

　

一
つ
の
調
査
に
つ
い
て
約
２

カ
月
従
事
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
際
は
報
酬
を
お
支
払
い
し
ま

す
。

　

応
募
要
件
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
統
計
調
査
に
対
し
て
責
任
を

持
ち
、
秘
密
を
保
持
し
、
調
査

事
務
を
遂
行
で
き
る
人　

▽
満

20
歳
以
上
の
人　

▽
警
察
、
選

挙
及
び
税
務
に
直
接
関
係
の
な

い
人　

▽
暴
力
団
員
又
は
暴
力

団
密
接
関
係
者
で
な
い
人

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
総
務
課

統
計
情
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

総
務
課

　

℡
23-
３
０
１
９

不
動
産
鑑
定
士
の

現
地
調
査
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
度
「
固
定
資
産
の

評
価
替
え
」
に
向
け
た
市
内
の

標
準
宅
地
の
鑑
定
評
価
の
た

め
、
市
が
鑑
定
評
価
員
と
し
て

指
名
し
た
不
動
産
鑑
定
士
が
現

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
地
調
査
を
行
う
不

動
産
鑑
定
士
は
、
市
が
送
付
し

た
指
名
通
知
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

調
査
期
間　

令
和
５
年
３
月
22

日
㈬
ま
で

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

℡
23-

３
０
４
９

見本
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

令和５年安来市二十歳の集いの
開催と案内状送付のお知らせ

日時　令和５年１月３日㈫
　　　12 時開式（受付 11 時～）
会場　アルテピア
対象　平成 14 年４月２日～平成 15 年４
　　　月１日に生まれた人

　市内に住民票がある人には、10 月上旬
に案内状をお送りしています。
　就学・就業などで市外に在住している人
で、参加を希望される人は、市ホームペー
ジを確認いただくか、地域振興課までご連
絡ください。 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

地域振興課
　℡２３-３０７０

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課

　

℡
23-

３
０
８
３

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

人
手
が
欲
し
い
農
家
と
お
手

伝
い
し
て
く
だ
さ
る
人
を
結
ぶ

無
料
職
業
紹
介
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

農
業
に
関
す
る
仕
事
を
し
て

み
た
い
人
は
ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
早
朝
・
短
時
間
・

隙
間
時
間
で
の
仕
事
が
あ
り
ま

額
の
合
計
が
88
万
１
２
０
０
円

以
下

②
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
者
で
、

前
年
の
所
得
額
が
４
７
２
万

１
０
０
０
円
＋
扶
養
親
族
の
数

×
38
万
円
以
下
の
人

請
求
手
続
き
方
法

①
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、

か
つ
、
給
付
金
の
支
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記

入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
請

求
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
令
和
５
年
１
月
４
日
㈬
ま
で

に
請
求
手
続
き
が
完
了
す
る

と
、
令
和
４
年
10
月
分
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人

…
年
金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０-

05-

４
０
９
２

・
保
険
年
金
課

　

℡
23-

３
０
８
６

送
付
時
期　

▽
令
和
４
年
１
月

１
日
～
令
和
４
年
９
月
30
日
に

納
付
し
た
人
…
11
月
上
旬
（
10

月
分
以
降
は
納
付
見
込
額
が
表

記
さ
れ
ま
す
）　

▽
令
和
４
年

10
月
１
日
～
令
和
４
年
12
月
31

日
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た
人

…
令
和
５
年
２
月
上
旬

そ
の
他　

家
族
の
保
険
料
を
納

付
し
た
人
は
、
そ
の
納
付
額
を

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
て
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松
江
年
金
事
務
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

・
保
険
年
金
課

　

℡
23-

３
０
８
６

年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度

　

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事

務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構

が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
は
次
の
２
通
り

①
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
で
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人　

▽
65
歳
以
上　

▽
世

帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

▽
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

や
す
ぎ
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　

℡
26-

４
４
２
５

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
（
令
和
４
年
１
月
１

日
～
令
和
４
年
12
月
31
日
に
納

付
し
た
も
の
）
が
所
得
税
や
市

県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
、
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
証
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
等
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

平
日
の
市
役
所
開
庁
時
間
の

ほ
か
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
や
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。
申
請
の
際
に
、
通

知
カ
ー
ド
と
官
公
庁
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
の
場
合
、
カ
ー
ド
を

郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
写
真
は
窓
口
で

撮
影
し
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
㈰
９
時
～
12

時場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）
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危険防止のため分別の徹底を！
　プラスチック類の収集の際に、おもちゃ等に使われ
ている充電式電池やガラス製水槽の混入が多発してい
ます。充電式電池は収集車やごみ処理施設での火災事
故等の原因となります。ガラス製の水槽の混入は、収
集作業員や処理業者作業員の怪我の発生につながりま

す。ごみの分別はごみ
の 減 量 化 や リ サ イ ク
ルの推進だけでなく、
危 険 防 止 に も な り ま
す。 ご み を 出 す 際 に
は、分別の徹底をお願
いします。

　また、可燃ごみの定期収集で 30 ㎝を超える紐やロー
プ、中にはブルーシートや農業用のビニールシート、
マグネットクリップ等の磁石が混入していることがあ
ります。施設への直接搬入においても、容量が 45L（ご
み袋大のサイズ）を大きく超えるような袋で持ってこ
られることがあります。こうした誤った方法で出され
たごみが混入すると、施設の機械を詰まらせ、ごみ収
集や施設運営に多大な悪影響を及ぼします。ごみ分別
の手引きをご確認いただき、適切なごみ出しにご協力
をお願いします。 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環境政策課　☎２３-３１００

な
る
！
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
作
成
＆

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

婚
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
カ
メ

ラ
マ
ン
・
マ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル

講
師
の
３
人
の
プ
ロ
が
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
作
り
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
写
真
撮
影
の
後
は
交
流

会
で
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
20
日
㈰
14
時
～
17

時場
所　

ア
ル
テ
ピ
ア

参
加
資
格　

▽
男
性
：
安
来
市

在
住
ま
た
は
在
勤
の
20
代
～
40

代
の
独
身
男
性　

▽
女
性
：
20

代
～
40
代
の
独
身
女
性
（
所
在

地
等
は
問
い
ま
せ
ん
）

申
込
締
切　

11
月
12
日
㈯

定
員　

男
女
各
15
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

飲
み
物
の
提
供
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い

主
催　

安
来
婚
活
支
援
実
行
委

員
会

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

婚
活
サ
ロ
ン　

ア
プ
ロ
ー

ズ
（
事
業
協
力
者
）

　

℡
０
８
５
９-

21-

７
９
７
９

じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
を
通
し
て
助

成
し
ま
す
。
宅
内
工
事
費
を
除

く
、
端
末
機
器
代
、
光
ケ
ー
ブ

ル
引
込
工
事
費
な
ど
を
全
額
助

成
し
ま
す
。

　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
防
災

情
報
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

家
庭
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

▽
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
室

　

℡
23-

３
１
２
１

▽
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

　

℡
22-
５
０
５
０

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

看
護
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
11
日
㈮
13
時
30
分

～
15
時

場
所　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

婚
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す

　

婚
活
セ
ミ
ナ
ー
「
会
い
た
く

▶
収
集
の
際
混
入
し
た
ガ

ラ
ス
製
水
槽

～
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
／
レ

デ
ィ
ー
ス
～
　「
就
職
相

談
会
Ｉ
Ｎ
安
来
」

　

再
就
職
・
転
職
を
希
望
す
る

人
に
対
し
、
個
別
に
就
職
相
談

を
行
い
、
そ
の
人
に
合
っ
た
働

き
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
㈰ 

13
時
～

16
時

場
所　

ア
ル
テ
ピ
ア
展
示
室

予
約
締
切　

11
月
25
日
㈮
17
時

※
予
約
な
し
で
の
ご
相
談
も
可

能
で
す
が
、
事
前
予
約
と
重

な
っ
た
場
合
は
、
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

服
装
自
由
・
参
加
費

無
料

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

▽
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
島
根

　

℡
０
８
５
２-

61-

６
１
１
１

▽
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
／
レ

デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
松
江

　

℡
０
８
５
２-

61-

６
１
１
７

行
政
告
知
端
末
を
設
置
し

ま
せ
ん
か

　

市
内
の
住
宅
、
事
業
所
等
へ

の
行
政
告
知
端
末
を
設
置
す

る
費
用
の
一
部
を
や
す
ぎ
ど
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
を
取
り

扱
う
事
業
者
の
み
な
さ
ま

　

次
の
事
業
者
は
県
又
は
国
へ

届
出
等
が
必
要
で
す
。

▽
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
を
採
捕
し
、

譲
り
渡
す
（
出
荷
や
販
売
、
無

償
提
供
を
含
む
）
事
業
者
【
漁

業
者
】　

▽
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ

を
譲
り
受
け
又
は
譲
り
渡
し
等

す
る
事
業
者
【
加
工
、
流
通
、

輸
出
入
、
養
殖
、
小
売
事
業
者

等
】

必
要
な
手
続
き　

①
県
又
は
国

へ
の
届
出　

②
譲
り
渡
し
時
に

漁
獲
等
に
関
す
る
情
報
を
伝
達

③
譲
り
渡
し
・
譲
り
受
け
時
の

記
録
の
作
成
・
保
存
（
①
は
11

月
30
日
ま
で
、
②
と
③
は
12
月

１
日
か
ら
手
続
き
が
必
要
）

　

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
（「
島
根
県
水

産
流
通
適
正
化
制
度
」
で
検
索

く
だ
さ
い
）。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
東
部
農
林
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
７
０
３

広告概要

車の種類 乗用タイプ 箱バンタイプ

台数 ５台 ４台

掲載位置 前左右ドア
両側面

左 右 ス ラ イ ド ド
ア両側面

広告枠 各面縦 40 ㎝×
 　　横 70 ㎝以内

各面縦 50 ㎝×
　　横 70 ㎝以内

１台当たり
の掲載料 １万 7,600 円 ２万 2,000 円

掲載方法 特殊フィルムによる貼り付け
　　　　（広告主が用意）

掲載期間 １年間

広告
掲載場所

　安来市の公用車に有料広告を掲載する事業者を募集し
ます。広告掲載は、広告主が用意する特殊フィルムを貼
り付けることにより行います。
対象　市内に事業所などがある民間事業者
　※広告代理店も可
募集期間　10月20日㈭～11月18日㈮（必着）
応募方法　申込書などの提出書類に必要事項を記入の
上、管財課車両係まで提出してください。（郵送可）
　※１台から受け付けます
決定方法　市の要綱などに基づき決定します。
　※応募数が募集台数を超える場合は抽選となります

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

管財課　℡２３-３０３３

公用車に広告を載せませんか

　

踏
切
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

踏
切
通
行
時
は
次
の
４
つ
の
お

願
い
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一
時

停
止
し
ま
し
ょ
う　

▽
警
報
機

が
鳴
り
始
め
た
ら
踏
切
内
に

入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん　

▽
踏

切
を
越
え
た
先
に
自
分
の
車
が

入
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
合

は
、
踏
切
に
進
入
し
て
は
い
け

な
く
そ
う
！
　
踏
切
事
故

－

き
け
ん
で
す
　

む
り
な
お
う
だ
ん

い
の
ち
と
り

－

　

中
国
地
方
の
踏
切
で
は
、
過

去
５
年
間
で
踏
切
道
に
お
い

て
、
列
車
と
自
動
車
・
歩
行
者

等
が
接
触
す
る
事
故
が
66
件
発

生
し
、
28
人
が
亡
く
な
ら
れ
、

18
人
が
負
傷
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

ま
せ
ん　

▽
転
倒
防
止
、
他
者

と
の
接
触
防
止
の
た
め
、
歩
き

ス
マ
ホ
は
止
め
ま
し
ょ
う

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
連
絡
会
議

・
中
国
運
輸
局
鉄
道
部
安
全
指

導
課℡

０
８
２-

２
２
８-

８
７
９
９

・
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

中
国
統
括
本
部
、
一
畑
電
車
株

式
会
社

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

日
時　

11
月
９
日
㈬
13
時
15
分

～
14
時
15
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

保　

健

保　

健
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集
団
検
診

　

詳
し
く
は
、
広
報
や
す
ぎ
６

月
号
と
あ
わ
せ
て
配
布
し
た

「
健
診
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
予
約
が
必
要
な
検
診

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診

日
時
・
場
所　

▽
11
月
８
日
㈫

８
時
～
11
時
・
荒
島

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
11

月
11
日
㈮
８
時
30
分
～
９
時
30

分
・
島
田

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、
10
時
～
11
時
30

分
・
大
塚

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
11
月
24
日
㈭

８
時
45
分
～
10
時
30
分
・
飯
梨

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
11
月
25
日
㈮
８
時
30
分

～
10
時
・
宇
賀
荘

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、
10
時
45

分
～
11
時
45
分
・
能
義

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

●
肺
が
ん
・
結
核
検
診

日
時
・
場
所　

▽
11
月
８
日
㈫

13
時
～
13
時
25
分
・
神
塚
集
会

所
、
13
時
35
分
～
13
時
50
分
・

田
中
建
設
（
旧
事
務
所
）、
14

時
～
14
時
15
分
・
久
白
公
会
堂
、

14
時
25
分
～
14
時
40
分
・
駅
前

公
会
堂
、
14
時
55
分
～
15
時
15

分
・
上
荒
島
公
会
堂
、
15
時
25

分
～
15
時
50
分
・
安
来
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

▽
11
月

11
日
㈮
13
時
～
13
時
10
分
・
松

実
旧
農
協
車
庫
前
、
13
時
20
分

～
13
時
35
分
・
吉
田

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、
13
時

スマートフォンの出張販売を行います
　安来市では、初めてスマートフォンを購入する 
65 歳以上の市民のみなさんに補助金を交付して
います。これにあわせ、安来・広瀬・伯太地区で
各携帯電話事業者による出張販売を行います。ス
マートフォン についての質問などもできますの
でご来場ください。
※シニア世代スマホ購入支援補助金については、
市ホームページか、広報やすぎ９月号とあわせて
配布したチラシをご覧ください。
※出張販売は、どなたでも購入できます。
日時・携帯電話事業者
　〇安来中央　〇安来中央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　　11 月２日㈬・11 月９日㈬　docomo
　　11 月 16 日㈬　softbank
　　11 月 30 日㈬　au
　〇広瀬　〇広瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　　11 月７日㈪　softbank
　　11 月 14 日㈪・21 日㈪　au
　　11 月 28 日㈪　docomo
　〇伯太　〇伯太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　　11 月４日㈮・10 日㈭　au
　　11 月 17 日㈭・24 日㈭　docomo
時間　10 時～ 15 時 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

自治体ＤＸ推進室　☎２３-３１２１

45
分
～
14
時
・
別
所
集
会
所
、

14
時
30
分
～
14
時
40
分
・
吉
佐

公
民
館
、
15
時
～
15
時
15
分
・

和
田
公
民
館　

▽
11
月
24
日
㈭

10
時
50
分
～
11
時
５
分
・
ロ
ー

ソ
ン
安
来
田
頼
店　

▽
11
月
25

日
㈮
13
時
30
分
～
13
時
45
分
・

赤
崎
町
公
民
館
、
14
時
～
14
時

15
分
・
旧
折
坂
倉
庫
前

●
乳
が
ん
検
診

日
時
　
11
月
２
日
㈬
９
時
～
11

時
30
分
、
13
時
～
15
時

場
所　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
（
赤
江
支

店
）

●
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

日
時
　
11
月
30
日
㈬
９
時
～
11

時
30
分
、
13
時
～
15
時

場
所　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
（
安
来
南

支
店
）

●
肺
が
ん
・
結
核
検
診
【
代
替

え
日
】

　

９
月
６
日
の
肺
が
ん
・
結
核

検
診
は
台
風
11
号
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
代
替

え
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所　

▽
11
月
24
日
㈭

13
時
30
分
～
14
時
・
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、

14
時
10
分
～
14
時
35
分
・
向
陽

寺
横
駐
車
場
、
14
時
45
分
～
15

時
５
分
・
ロ
ー
ソ
ン
安
来
黒
井

田
町
店
、
15
時
15
分
～
15
時
35

分
・
十
神
地
区
学
習
等
併
用
施

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
９
か
月
児
健
診

日
時　

11
月
28
日
㈪
13
時
～
14

時
30
分

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時　

11
月
17
日
㈭
９
時
～
10

時
30
分

場
所　 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
３
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル

●
３
歳
児
健
診

日
時　

11
月
17
日
㈭
13
時
～
14

時
30
分

場
所　 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
元
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
当
日
朝
の
尿

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

設
、
15
時
45
分
～
16
時
５
分
・

安
来
市
医
師
会
館

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

●
４
か
月
児
健
診

日
時　

11
月
10
日
㈭
13
時
～
14

時
30
分

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健



2022 月号1117

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

し
ま
す
（
10
月
に
行
っ
た
説
明

と
同
じ
内
容
で
す
）。

日
時　

11
月
15
日
㈫
10
時
30
分

～
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

※
託
児
あ
り
（
申
し
込
み
多
数

の
際
は
お
受
け
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
）

●
歯
ッ
ピ
ー
教
室
～
０
歳
児
か

ら
の
歯
育
～
（
要
申
し
込
み
）

　
「
歯
磨
き
を
嫌
が
る
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
」「
指
し
ゃ
ぶ
り

が
歯
に
影
響
し
な
い
か
な
」
な

ど
の
悩
み
や
乳
幼
児
期
の
歯
に

つ
い
て
の
お
話
を
、
自
身
も
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
で
あ
る
仲

佐
歯
科
医
院
の
松
浦
先
生
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
歯
を
大

切
に
し
て
親
子
で
ハ
ッ
ピ
ー
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
24
日
㈭
10
時
30
分

～
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室　
　

※
託
児
あ
り
（
申
し
込
み
多
数

の
際
は
お
受
け
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

は
つ
ら
つ
☆
マ
タ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
♪

　

お
お
む
ね
妊
娠
６
カ
月
以
降

の
妊
婦
と
そ
の
夫
を
対
象
に
、

助
産
師
の
お
話
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
㈰
９
時
30
分

～
11
時
30
分

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

申
込
締
切　

11
月
９
日
㈬

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル
（
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

第
16
回 

安
来
市
歴
史
文
化

講
座
を
開
催
し
ま
す

　

昨
年
比
田
で
調
査
し
た
市
原

鈩
を
中
心
に
、
広
瀬
町
に
お
け

る
た
た
ら
製
鉄
に
つ
い
て
、
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

演
題　

広
瀬
町
の
た
た
ら
製
鉄

ー
市
原
鈩
を
中
心
と
し
て
ー

講
師　

角
田
徳
幸
氏
（
島
根
県

古
代
文
化
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー

長
）

日
時　

11
月
13
日
㈰
14
時
～
16

時会
場　

広
瀬
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

入
場
料　

無
料
（
事
前
申
し
込

み
は
不
要
で
す
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

文
化
財
課

　

℡
23-

３
１
８
９

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時　

11
月
22
日
㈫　

▽
５
～

６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～
10
時

▽
７
～
８
カ
月
児
…
13
時
30
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

申
込
締
切　

11
月
16
日
㈬

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
ご
は
ん
手
帳
」（
４
か
月

児
健
診
時
に
配
布
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
（
11
月

１
日
９
時
受
付
開
始
）

●
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も

園
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
（
要
申

し
込
み
）

　

保
育
所
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
を
考
え

て
い
る
人
に
、
入
園
・
入
所
に

つ
い
て
の
話
や
保
育
料
無
償
化

の
話
な
ど
を
子
ど
も
未
来
課
の

保
育
係
担
当
者
が
お
答
え
し
ま

す
。「
子
ど
も
を
預
け
た
い
け

ど
、ど
こ
が
い
い
の
か
な
」「
保

育
料
っ
て
ど
れ
く
ら
い
か
か
る

の
」
な
ど
の
質
問
に
も
お
答
え

11 月は児童虐待防止推進月間です11 月は児童虐待防止推進月間です
「児童虐待かも？」と思ったら、すぐにお電話を

■児童虐待とは
　子どもの心や体を傷つけ、健全な成長を阻害す
る行為で、次の４つに分類されます。

・身体的虐待
　殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる　など

・性的虐待　
　子どもへの性的行為、性的行為を見せる　など

・心理的虐待　
　言葉による脅し、無視、きょうだい間差別、子
　どもの目の前で家族に暴力を振るう　など

・ネグレクト　
　食事を与えない、不潔なままにする、車内に放
　置する　など

■児童虐待の予防・早期発見にご協力ください
　児童虐待は、子どもの成長を妨げ、こころの病
気の原因となる深刻な問題です。
　命に関わる場合もあるため、虐待が疑われると
きは、すぐにご相談ください。相談者の秘密は厳
守します。

相談・問い合わせ先
　子ども未来課（児童家庭相談窓口）

　☎２３-３２０９

児童相談所全国共通３桁ダイヤル児童相談所全国共通３桁ダイヤル
（通話料無料）　１８９（いちはやく）（通話料無料）　１８９（いちはやく）



2022 月号11 18

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
認
定
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

実
践
パ
ソ
コ
ンExcel

応
用

（
定
員
10
人
）

　

在
職
者
、
非
在
職
者
を
対
象

と
し
た
知
識
・
技
能
向
上
の
た

め
の
職
業
訓
練
で
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
基
礎
を
既
に

習
得
し
た
人
向
け
の
内
容
で

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
更
な
る
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

開
催
日　

11
月
８
日
㈫
、
11
日

㈮
、
15
日
㈫
、
18
日
㈮
、
22
日

㈫
、
25
日
㈮
、
29
日
㈫
、
12
月

２
日
㈮
（
全
８
回
）

受
講
料　

５
０
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
代
２
２
０
０
円

時
間　

17
時
45
分
～
19
時
45
分

申
込
締
切　

11
月
１
日
㈫

そ
の
他　

▽
お
勤
め
先
ま
た
は

個
人
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
自
由

に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
う
日

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・

修
理
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

10
時
～
12
時
、
14
時
～

16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
に
必
ず
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
・

デ
ジ
カ
メ
の
持
ち
込
み
可　

▽

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
は

当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
の
み

利
用
可

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
を
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　

１
回
４
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
ち
込

み
可

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
３
日
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
（
２
日
前
か

ら
は
受
講
料
が
発
生
し
ま
す
）。

●
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
さ
わ
っ
て
簡
単
な
操
作

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
～
12
時　

▽
14

時
～
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

事
前
に
必
ず
電
話
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

●
ワ
ー
ド
初
級
午
前
コ
ー
ス

（
定
員
10
人
）

　
一
人
で
入
力
で
き
る
人
が
対

象
で
す
。

開
催
日　

11
月
21
日
㈪
、
22
日

㈫
、24
日
㈭
、25
日
㈮（
全
４
回
）

時
間　

９
時
～
12
時

受
講
料　

５
０
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
に
必
ず
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す

●
ワ
ー
ド
初
級
午
後
コ
ー
ス

（
定
員
10
人
）

障がい者ふれあい作品展作品募集
　12 月 16 日㈮～
19 日 ㈪ に、 ア ル
テピアで開催する
安来市障がい者ふ
れあい作品展へ展
示する作品を募集
します。
条件　安来市に居
　住または活動す
　る障がいのある人
募集作品
　①平面作品　絵画、版画、貼り絵、写真、書道など
　②立体作品　彫刻、陶芸、木工、手芸など
募集締切　12 月２日㈮
申込方法　申請書を直接福祉課、市民課（健康福祉・子
　育て・介護 取次窓口）、各地域センターまでお持ちい
　ただくか、Fax で提出してください。申込書は上記窓
　口に設置しています。
 ※出展は１人５点まで ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

福祉課　☎２３－３２１６
　　　　　　Fax ３２－９００８

　

一
人
で
入
力
で
き
る
人
が
対

象
で
す
。

開
催
日　

11
月
21
日
㈪
、
22
日

㈫
、24
日
㈭
、25
日
㈮（
全
４
回
）

時
間　

13
時
～
16
時

受
講
料　

５
０
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
に
必
ず
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室

　

初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

季
節
の
お
花
で
気
軽
に
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン

ジ
で
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈯
、
10
時
～

11
時

受
講
料　

２
５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

持
ち
物　

は
さ
み

申
込
締
切　

11
月
21
日
㈪
12
時

定
員　

10
人

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー　

℡
23-

１
７
５
０

相　

談

相　

談

心
の
健
康
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

　

精
神
科
医
師
、
保
健
師
な
ど

が
心
の
病
気
や
悩
み
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
松
江
保
健
所
（
松
江
市
東
津

田
町
）
で
の
相
談

日
時　

11
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭
・

17
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時

担
当
者
　
精
神
科
医
師
、
保
健

師
、
酒
害
相
談
員
な
ど

縁
結
び
相
談

「
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
」

▽
10
時
～
12
時

▽
や
す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課

　

℡
23-

３
１
７
９

そ
の
他

そ
の
他

　

広
報
や
す
ぎ
10
月
号
の
内
容

に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
箇
所　

22
ペ
ー
ジ
中「（
第

３
回
）自
衛
官
候
補
生
募
集（
陸

上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）」

【
変
更
後
】

応
募
期
間　

９
月
22
日
㈭
～
１

月
上
旬
予
定

試
験
期
日　

▽
筆
記
試
験
・
適

性
検
査（
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式
）：

１
月
下
旬
予
定　

▽
口
述
試

験
・
身
体
検
査
：
１
月
28
日
㈯
・

29
日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

【
変
更
前
】

応
募
期
間　

９
月
22
日
㈭
～
11

月
11
日
㈮

試
験
期
日　

▽
筆
記
試
験
・
適

性
検
査（
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式
）：

11
月
19
日
㈯
～
22
日
㈫
の
う
ち

１
日　

▽
口
述
試
験
・
身
体
検

査
：
12
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

そ
の
他　

前
日
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す

●

●
●
●
●
●
●
●

で
の
相
談

日
時　

11
月
24
日
㈭
13
時
30
分

～
16
時

担
当
者　

精
神
科
医
師
、
保
健

師そ
の
他　

11
月
22
日
㈫
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

栄
養
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
、

管
理
栄
養
士
が
専
門
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
時
・
場
所　

▽
11
月
８
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
11
月
22
日
㈫
９
時
～
11

時
・

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
に

休
日
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
幅
広
い
相

談
を
お
受
け
す
る
と
と
も
に
、

介
護
、医
療
、福
祉
、保
健
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域
支
援

（
毎
週
月
・
火
・
木
曜
12
時
～

15
時
）

予
約
先

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
時

間
・
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

行
政
相
談

▽
９
時
～
12
時

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
６
８　

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
（
要
予
約
）

▽
14
時
～
16
時

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江

　

℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈰
、
20
日
㈰

９
時
30
分
～
12
時
（
20
日
は
10

時
か
ら
ミ
ニ
講
座
「
介
護
予
防

と
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
」

を
開
催
し
ま
す
）

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

第
１
会
議
室

相
談
料
・
予
約　

無
料
・
不
要

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

高
齢
者
ま
る
ご
と
相
談
セ
ン

タ
ー　

℡
32-

９
１
１
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

【
電
話
相
談
】

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

相
談
内
容　

不
動
産
の
売
買
、

名
義
変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、

ロ
ー
ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
会

社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成

年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど

相
談
日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日

12
時
～
15
時

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時　

毎
週
火
曜
日
12
時

～
15
時

【
面
談
相
談
】

日
時
・
場
所　

11
月
19
日
㈯
13

時
～
17
時
・
朝
日
会
館
（
松
江

市
東
朝
日
町
）

予
約
方
法　

電
話
に
よ
る
予
約



秘
書
広
報
課
編
集

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等については、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

タカラ

のちま

▲ほこらに祭られた玉鋼。普段は
公開されていないため、貴重な体
験となりました。
◀たたら製鉄で生成された巨大な
鉄塊「鉧

けら

」を眺める参加者。同行
した和鋼博物館の荒川研究員の解
説を聞きながら巡ります。

▼
幸
盛
マ
ラ
ソ
ン
で
は
今
年
度
２

回
目
と
な
る
月
山
登
山
と
な
り
ま

し
た
。
取
材
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

よ
っ
て
は
か
な
り
動
く
こ
と
も
あ

る
の
で
、
自
信
を
持
っ
て
挑
ん
で

み
ま
し
た
が
、
整
備
さ
れ
た
山
で

も
登
る
と
い
う
動
作
は
通
常
の
運

動
と
違
っ
た
大
変
さ
が
あ
り
ま
す

ね
。
元
気
に
登
っ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
を
見
送
り
な
が
ら
休
憩
し
つ

つ
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
（
岩
）

▼
新
た
な
文
化
や
芸
術
を
生
み
出

し
な
が
ら
開
館
か
ら
５
年
を
迎
え

た
ア
ル
テ
ピ
ア
。
市
の
文
化
振
興

の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
市

民
の
皆
さ
ん
が
新
た
な
文
化
活
動

の
企
画
を
思
い
つ
い
た
と
き
に

は
、
相
談
し
て
も
ら
え
る
文
化
の

総
合
窓
口
に
な
り
た
い
」
と
久
保

田
館
長
は
言
い
ま
す
。
地
域
の
文

化
活
動
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す（
つ
）

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

Ｒ4.9.30現在

（男:17,585人　女:18,967人）
3 6 , 5 5 2人

1 4 , 2 8 7世帯

令
和

4年
11月

号

連携の一助を目指して
～比田名所めぐり～

　

日
本
遺
産
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
」
の
構
成

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
金
屋
子
神
社
や
西
比
田
の

町
な
み
、
仁
多
郡
周
辺
で
一

い
ち
の
み
や宮

と
呼
ば
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
比ひ

だ太
神
社
、
巨
大
な
磐
座
に
圧
倒
さ
れ

る
磐
船
神
社
な
ど
が
あ
る
比
田
地
区
。
こ
こ
で
は

そ
ん
な
歴
史
あ
る
土
地
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
、

比
田
小
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
、
市
観
光
協
会

広
瀬
支
部
比
田
分
会
と
比
田
交
流
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
「
比
田
名
所
め
ぐ
り
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

比
田
名
所
め
ぐ
り
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
28
年

度
。
中
山
間
地
域
で
は
特
に
、
学
校
な
ど
各
種
機

関
と
地
域
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
考
え

か
ら
、
当
時
の
比
田
小
学
校
校
長
と
比
田
分
会
の

渡
邊
憲
治
会
長
と
の
や
り
と
り
を
経
て
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
年
ぶ
り
の
開
催

に
。
７
月
26
日
に
、
８
人
の
教
職
員
ら
が
市
原
た

た
ら
、
金
屋
子
神
社
・
神
話
民
俗
館
、
常
福
寺
を

訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
児
童
宅
周
辺
も
経
路

に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
比
田
交
流
セ
ン
タ
ー
の

上
田
富
教
館
長
は
「
児
童
宅
近
く
を
通
り
か
か
る

と
、
児
童
や
そ
の
家
族
の
多
く
が
あ
い
さ
つ
に
出

て
き
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
、
関
わ
り
を
密
に
で
き

る
地
域
性
が
あ
り
ま
す
。
異
動
の
ス
パ
ン
が
短
い

教
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ

て
地
域
に
な
じ
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
比
田
め
ぐ
り
へ
の
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

比田地区
のイチオ

シ！

〒
692-8686島

根
県
安
来
市
安
来
町
878-2　

 電
話
：
23-3010 / FAX：

23-3161
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.city.yasugi.shim

ane.jp
メ
ー
ル
：
hisho@

city.yasugi.shim
ane.jp
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